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多数アンカー式補強土壁の
点検とその他の取り組み

（点検の実践と維持管理技術）



内容

2

- 維持管理（点検）の方法
手法、手順、着眼点

- 点検結果の評価と対応
評価事例、異常発見時の対応

- 最近の維持管理に関わる話題
補強材診断技術

  施工時の品質管理技術
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1.維持管理（点検）の方法
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点検の手順

① 点検準備
-補強土壁の位置の特定

 -必要なツール
 -スケジュール

② 点検実施
 -作業内容
 -チェックポイント
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1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定

GPS座標による位置情報の収集

4～5年前以降に施工した多数アンカーに関しては施工時
にGPS座標を収集するようにしている。

それ以前に関してはGPS座標データはほとんどなし。

部材の現場納入地図
googleマップ
ストリートビュー

GPS座標データを収集

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定

例えば「平成○年度グリーンロードX号擁壁」という案件であれば・・・



1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定

実際に当該路線上をストリートビューで仮想的に走行し・・・
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1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定

沢地形や路肩にプレキャスト製の防護柵基礎が認められれば、補強土壁がある可
能性が高いと見なす。

調査時の写真



1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定

明らかに沢埋め盛土であり、かつ背の低い植物が見えない場合も補強土壁の可
能性あり。

調査時の写真
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1.維持管理（点検）の方法
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補強土壁の位置の特定
３D航空写真で明らかに垂直壁面が認められる場合もあり

近接での撮影
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平成19年　新潟県中越沖地震

・地震 ・降雨 ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

E:000°00'00.0" N：00°00'00.0" 年 月 ～ 年 月 　

㎡ ㎜

ｍ γ ｃ φ

ｍ ～ ｍ 1： γ ｃ φ 【スケッチ･写真・図】

ｍ ～ ｍ ｍ

□ 植生 □ 法枠 □ アンカー □ コンクリート吹付け □ その他（ ）

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無

□ 有 □ 無 概要： 【コメント・総評】

□ 有 □ 無 概要：

□ 有 □ 無 概要：

□ 有 □ 無 概要：

28.集水（沢）地形，沢留め □ 有 □ 無 概要：

□ 有 □ 無

30.周辺に民家等がある □ 有 □ 無

施設（ 路線） 名

工 事 名

最 大 日 雨 量

クラック（ 幅： ㎜，長さ： m ， 個 所） 隆起（高さ： ㎜，長さ： m， 個所）

kh19 0 30

災　害　概　要

災 害 名 称

㎜

　　　　km

㎜

震 度 階 級

総 雨 量

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 時 間 雨 量

震 源 か ら の 距 離

24.隣接構造物の損傷

25.上載盛土の損壊

a)排水溝（・天端，・前面） の機能不全（ ・見込み，・ 不全），ｃ） 排出管の機能不全有り

a ） 兆 候 の み ， ｂ ） 部 分 的 で １ 個 所 ， ｃ ） 部 分 的 で 複 数 （ ） 箇 所 ， ｄ ) 全 体

ａ） 0.2 ㎜以下（ ） 個所，ｂ ）0.2 ～1 ㎜（ ），ｃ） 1～2㎜（ ） ，ｄ ）2 ㎜～（ ）

a ） 兆 候 の み ， ｂ ） 部 分 的 で １ 個 所 ， ｃ ） 部 分 的 で 複 数 （ ） 箇 所 ， ｄ ) 全 体

ａ） 5㎜以下（ ） 個所，ｂ ）5 ～20 ㎜（ ），ｃ） 20～50㎜（ ） ，ｄ ）50 ㎜～（ ）

ａ ） 洗 掘 の み ， ｂ ） 洗 掘 さ れ 基 礎 が 露 出 ， ｃ ） 基 礎 下 ま で 洗 屈 し 盛 土 材 が 流 失

13.滑動，転倒

16.目地の開き

災 害 種 別

地 震

降 雨

そ の 他

壁 面 材 等

東 経 ・ 緯 度

最 高 壁 高 設 計 条 件

壁 面 積

付
帯
構
造
物

周
辺
の
状
況

地
形
等

物　件　概　要

物 件 Ｉ Ｄ

施 工 年 月東経

所 在 地 （ 住 所 ）

北緯

基礎天端～路肩(鉛直距離)

基
礎
フ
ー

チ

ン
グ

上 載 盛 土

ａ ） 1 枚 ， ｂ ） ２ ～ 5 枚 ， ｃ ） ６ ～ １ ０ 枚 ， ｄ ） 11 ～ 20 枚 ， e)21 枚 ～ ， （ 枚 ）

ａ ） 1 枚 ， ｂ ） ２ ～ 5 枚 ， ｃ ） ６ ～ １ ０ 枚 ， ｄ ） 11 ～ 20 枚 ， e)21 枚 ～ ， （ 枚 ）

a)沈下（ ㎜），b)局部的な沈下（ ㎜），c)沈下を伴う傾斜，d)水平移動（ ㎜）

壁前面～路肩(水平距離)

上 部 法 面保 護( 含切 土 )

壁
面

 4.沈下，支持力，滑動

チェック項目

 1.盛土材の流出

 2.地盤の変状

 3.すべり

構
造
物
全
体

の
変
状

壁
面
材

 8.壁面材の脱落

 9.壁面材の損壊

 6.壁面のはらみor折れ

 7.壁面からの排水

18.防護柵基礎の変状

19.布基礎の露出

20.排水施設の変状

21.路面のクラック，段差

22.隣接物との目地の開き

23.隣接構造物との段差

a) は ら み 量 （ ～ ㎜ ） ， b) 折 れ 角 （ ° 以 上 ）

14.クラック

15.支持力不足による変状

11.壁面材全長にクラック

12.角欠け，局部クラック

17.笠コンの変状

□壁前，□壁上，□その他（　　　　　　　　　）：（　　　　　　　　　）が有り

29.壁面の地山が急峻（1:1.5より）

変状の有無 変状の状況

概 要 （ 割 れ 、 ズ レ 、 目 地 の 開 き ） ， 変 状 の 最 大 値 （ 110 ㎜ ） ， （ 4 ） 個 所

ａ）0.2㎜以下（ ）枚，ｂ）0.2～1㎜（ ）枚，ｃ）1～2㎜（ ）枚，ｄ）2㎜～（ ）枚

26.周辺地山の崩壊

27.周辺水路の機能不全

 5.壁面の傾斜

10.目地の開き・段差・ズレ ズレ：（ ㎜），（ 枚）

（ １：  　　　　　　，　％，°，分）

幅 （ ） ㎜ ， 段 差 （ ） ㎜ ， 長 さ （ ） m ， （ ） 個 所

角 欠 け ： （ 枚 ） 局 部 ク ラ ッ ク ： （ 枚 ）

左側：構造物（ 現場打ち擁壁 ），開き（ ㎜），右側：（ ），開き（ ㎜）

左 側 ： 段 差 （ ㎜ ） ， 右 側 ： 段 差 （ ㎜ ）

概 要（ ） ， 変状 の最 大値 （ ㎜ ） ， （ ） 個所

開き： （ 100 ㎜ ） ， （ 19 枚） 段 差 ： （ ㎜ ） ， （ 枚 ）

①流出土砂の面積（ m2 ） ，②流出土砂の平均厚さ （ m ） ， ①× ②（ m3 ）

a ） 兆 候 の み ， ｂ ） 部 分 的 で １ 個 所 ， ｃ ） 部 分 的 で 複 数 （ ） 箇 所 ， ｄ ) 全 体

a) 水 跡 有 り ， ｂ ） 染 み 出 し ， c) 湧 き 出 し ， 天 候 （ ） ， 雨 後 （ 日 ）

a ） 壁 高 の 3% ま た は 300 ㎜ 以 内 ， ｂ ） 壁 高 の 3% ～ 20% ， ｃ ） 壁 高 の 20 ％ 以 上

勾配

6.8

19 0 30基 礎 地 盤

1.維持管理（点検）の方法

10

調査台帳（被災度判定）



1.維持管理（点検）の方法
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調査台帳（汎用）



1.維持管理（点検）の方法
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作業内容

• 補強土壁の前面、路面に
立ち、各種の要着目点を
チェックする。

• 結果を調査台帳に記入
する。

• 必要に応じて写真撮影を
行う。

• 点検通路があると壁面前
へのアクセスが容易。



1.維持管理（点検）の方法
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点検通路の例

嵩上げ盛土

置換えコンクリート



1.維持管理（点検）の方法
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チェックポイント

• 前回の点検時に異常と判
定された箇所について、
異常が進行しているかど
うか。

• 新たな変状が発生してい
るかどうか。

• 特に盛土材のこぼれ出し、
壁面の変位には注意



内容

15

- 維持管理（点検）の方法
手法、手順、着眼点

- 点検結果の評価と対応
評価事例、異常発見時の対応

- 最近の維持管理に関わる話題
補強材診断技術

  施工時の品質管理技術
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□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ☑ 非常時 □ その他

☑ □ □ □ □

N E

□ □ ☑ □ 年 月

☑ □ □ ☑ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ ☑ □ □

□ 谷埋め・集水地形 □ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 □ 橋台隣接 ☑ カルバート隣接

□ 水辺 ☑ 多段積み □ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ ☑ 有 □ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 □ 無 ☑ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 □ 無 ☑ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

※2 本編 第3章 3.7 診断の必要性の判定　参照

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

BOX反対側（盛土）路面クラックあり

未確認

未確認

壁
面

壁
面
材

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

盛
土

(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

すべり

上
面
道
路

延  　長 壁　　面　　積 1545.4 m2

補修痕

クラック

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

補修痕

未確認

ずれ

その他

補修痕

クラック

沈下・陥没

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

洗掘

傾斜・転倒

補修痕

詰まり

損傷・クラック

洗掘

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング 未確認

高含水比 未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

はらみ・折れ

未確認

未確認

未確認

基
礎

未確認

未確認

未確認

洗掘

沈下

滑動

未確認

転倒

クラック

目地開き・ずれ

その他

縁切り目地部砕石露見

軽微

補修痕

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

補修痕

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

多数アンカー上部の道路通行規制，および前面歩道の通行規制あり(2016.4.24)

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

コーナー部付近の壁面材の損壊，および縁切り目地部から砕石が露見している。

未確認

未確認

未確認

補修痕

未確認

未確認

変形(端部調整材)

その他

点　検　概　要

総 降

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

32.80336

震 央 か ら の 距 離 震 度

地 震
（ 津 波 ）

11その他（ 　　　　　　 ）

130.679689 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2007

RC

野口清水線,同道路改良工事,同(双子堤),島崎3丁目上高橋町第1施 主 熊本市役所

非　常　種　別2981, 3013, 3777, 4648, 4649, 4717, 4718, 4719, 4737

壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

そ の 他

施 設 （ 路 線 ）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 熊本県熊本市西区谷尾崎町１３２

施 工 年 月

勾配

mm

植生 法枠 アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 5

m

異常の有無

最 高 壁 高 盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

9

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護 ( 含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基 礎天 端～ 路肩 ( 鉛 直距 離)

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　　　　　　　　　　　　　　　深さ　　　　　 　（　平成28年度熊本地震　　　　　　　　　　）地震名 震源

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量

km

mm

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

なし ・ あり

異常の有無

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

①壁面材の変形・損傷

目地開き・ずれ
②上面道路の

クラック

③壁面のはら

み

排水升

２.点検結果の評価と対応

16

評価事例A



２.点検結果の評価と対応

17

評価事例A

壁面材の損壊
による目地開き

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



２.点検結果の評価と対応

18

評価事例A

路面のクラック

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



□ 日常 □ 定期 （ 前回点検 年 月 日） ☑ 非常時 □ その他

☑ □ □ □ □

N E

□ □ ☑ □ 年 月

☑ □ □ ☑ 垂直 □ 斜

m ～ m 1： 【図面・写真・スケッチ等】

m

□ □ □ □ □

□ 谷埋め・集水地形 ☑ 傾斜地形 □ 寒冷地 □ 海岸近傍 ☑ 橋台隣接 □ カルバート隣接

□ 水辺 □ 多段積み ☑ 両面 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

☑ 有 □ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

☑ 有 □ 無 □ ☑ 有 □ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ ☑ 有 □ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ ☑ 有 □ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 □ 無 ☑

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □ 【コメント・総評】

□ 有 ☑ 無 □ ☑ 有 □ 無 □

□ 有 □ 無 ☑ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 □ 無 ☑ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □ □ 有 ☑ 無 □

□ 有 ☑ 無 □

※1 植生異常は、RC壁面材（垂直壁）の場合は壁面材間の目地からの植生繁茂、鋼製壁面材（斜壁）の場合は植生不良等。

※2 本編 第3章 3.7 診断の必要性の判定　参照

未確認

未確認

橋台取付部付近

未確認

未確認

未確認

壁
面

壁
面
材

立 地 条 件

未確認

開き

損傷

概要

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

根入れ部の為、未確認

盛
土

(材)

笠
コ
ン

未確認

沈下

延  　長 113.54 壁　　面　　積 824.7 m2

橋台取付部付近

段差(橋台付近)/30mm程

補修痕

傾斜・転倒

その他

5～6枚程

最大50mm程

目地開き部に数か所あり

補修痕

沈下・陥没

段差

異常振動　(空洞化)

その他

未確認

未確認

未確認

橋台取付部付近 すべり

上
面
道
路

隣
接
構
造
物
境
界

防
護
柵
基
礎

補修痕

転倒

クラック

目地開き・ずれ

クラック

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

洗掘

未確認

ずれ

その他

補修痕

クラック

補修痕

詰まり

損傷・クラック

洗掘

その他

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

剥離

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

植生異常※1

その他

沈下

クラック

その他

スレーキング 未確認

高含水比 未確認

未確認

変形・損傷

角欠け・クラック

脱落

はらみ・折れ

未確認

未確認

NO.501+8.9(折れ点)付近

NO.501+8.9(折れ点)付近

基
礎

未確認

未確認

未確認

洗掘

沈下

滑動

未確認

浸食

目地開き・ずれ

変色・錆汁(痕)

その他

補修痕

小崩壊

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

補修痕

漏出(痕)

沈下

細粒分の吸い出し

その他

補修痕

傾斜

クラック

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

今回の調査で確認された状況が、地震によるものなのかは不明であるが、緊急性は低いと思われる。但し、今後においては、現状

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

橋台取付部付近

橋台取付部付近

変位(鉛直度)を計測し、許容値(壁高の3％)を超えている場合は、再施工も検討する。

未確認

未確認

未確認

補修痕

未確認

未確認

変形(端部調整材)

その他

点　検　概　要

総 降

マ グ ニ チ ュ ー ド

最 大 日 降 水 量

33.147567

震 央 か ら の 距 離 50 震 度

地 震
（ 津 波 ）

9その他（ 　　　　　　 ）

131.050339 非
常
時

降　雨・降　雪その他（　　　　　　　）鋼製

点 検 種 別

補　強　土　壁　諸　元

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙﾃｰﾙｱﾙﾒ ｱﾝｶｰ 2009

RC

19小国　基幹農林道3号橋上部工工事 施 主 森林総合研究所　阿蘇小国郷建設事業所

非　常　種　別5327

タイバー(鋼製) 壁 面 材 種

緯 度 ・ 経 度

工 種

補 強 材 種

そ の 他

施 設 （ 路 線 ）

概要 チェック項目

管 理 番 号

所 在 地 熊本県小国町

施 工 年 月

勾配 1.5

mm

植生 法枠

0.0 7.0

アンカー その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁 勾 配 (1:          )

整 理 番 号 6

m

砂質土

未確認

異常の有無

最 高 壁 高 盛 土 材

漏水（痕）

未確認

傾斜

その他

補修痕

コンクリート吹付け

布基礎

15

壁 前 面 ～ 路 肩 ( 水 平 距 離 )

上部法面保護 ( 含切土)

上 載 盛 土 基 礎 形 式

基 礎天 端～ 路肩 ( 鉛 直距 離)0 16.7

チェック項目

未確認

未確認

未確認

未確認

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（熊本県熊本地方　深さ10km　）（平成28年度熊本地震）地震名 震源

7.3

mm

地震 津波 降雨 降雪

最 大 時 間 降 水 量

km

mm

嵩
上
げ
盛
土
等

排
水
施
設

なし ・ あり

異常の有無

基
礎
地
盤

未確認

異常の有無

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

未確認

角欠け・クラック

２.点検結果の評価と対応

19

評価事例B



２.点検結果の評価と対応

20

評価事例C

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



２.点検結果の評価と対応

21

評価事例C

基礎の洗掘

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



２.点検結果の評価と対応

22

異常発見時の対応

変状時期（施工時、施工後）の判断について

• 施工直後の記録がないと判断は難しい。

• ただし以下の事象で推測は可能

-変状箇所にコケ等が生えているかどうか
-コンクリート壁面材からの錆汁の有無
-こぼれ出した盛土材の浸食や植生具合
-補修履歴の有無（同様な変状が過去にあった）

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



内容

23

- 維持管理（点検）の方法
手法、手順、着眼点

- 点検結果の評価と対応
評価事例、異常発見時の対応

- 最近の維持管理に関わる話題
補強材診断技術

  施工時の品質管理技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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ロッドを壁面から突出させた構
造の連結部を有するアンカー
補強土壁

各種非破壊検査技術の適用

補強材診断技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

トルク鋼管

診断対応型壁面材

上段

下段

ロッド

支圧板

頭部キャップ

診断対応型壁面材

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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補強材診断技術

既に橋梁やダムなどの構造物へ活用されている超音波探傷および
衝撃弾性波法

超音波探傷の例 衝撃弾性波法の例

３.最近の維持管理に関わる各種技術

補強材の破断を判定
2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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リフトオフ試験 補強材張力（土圧）の計測

Displacement

Load

PL

計測状況（2020年）

計測結果の例

PL: リフトオフ荷重

リフトオフ荷重＝壁面材付近の補強材の引張り力

補強材の張力が判定可能

３.最近の維持管理に関わる各種技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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発注者

施工者

メーカー

クラウド
ストレージターンバックル

アンカープレート

支圧アンカー力

トルクデータ

コンクリート製壁面材0.
25

m

約1.0m

デジタル
トルクレンチ

モバイルPC

ターンバックルの回転トルクの計測により盛土材の適否を判定
（施工時に簡易な補強材の引張り試験を実施）

施工時の品質管理技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会

NETIS登録番号：HK-220006-A
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函館新外環状道路での良質土での検証状況

施工時の品質管理技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



29

実験補強土壁での不良土での検証状況

施工時の品質管理技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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0

 砂 粘段回 ( 度 )区 (区 ( 区 (  区 (

0

     

例えば12N・mのトルクを発揮し

た際のアンカープレート側の変
位量が2.5mm以下であることを
適否の判断とする

施工時の品質管理技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会



31

施工時の品質管理技術

３.最近の維持管理に関わる各種技術

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

補
強
材
引
張
力

P(
kN

)

変位 S(mm)

1-1 7-1 7-2
8-1 8-2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

補
強
材
引
張
力

P(
kN

)

変位 S(mm)

3-1 3-2 4-1 4-2
5-1 5-2 6-1 6-2

荷重~変位関係（砕石・礫系盛土材）

実現場での適用データ収集

荷重~変位関係（砂系盛土材）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

補
強
材
引
張
力

P(
kN

)

トルク T(N・m)

1-1 3-1 3-2 4-1 4-2
5-1 5-2 6-1 6-2 7-1
7-2 8-1 8-2

3.3kN

12N・m

荷重~トルク関係
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ご静聴ありがとうございました。

土圧を味方に！

2022.11.24 積雪寒冷環境における補強土壁工法に関する講習会
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